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目標時間 月 日

組 番 名前

かかった時間 正解数

分

やさしい　　ふつう　　難しい
10分

溶解度

★★★☆☆

理科

　水溶液からとけている物質をとり出すために，次の実験を

行いました。

〔実験①〕　Ａ，Ｂのビーカーに 60℃の水 100g をそれぞれ

入れ，さらに，Ａには硝酸カリウム，Ｂには食塩をそれぞれ

とけるだけとかしました。

〔実験②〕　この２つの水溶液を 20℃まで冷やすと，両方の

ビーカーに白い物質が出てきました。

〔実験③〕　一方のビーカーからはあまり物質が出てこなか

ったので，ビーカーを加熱して水を蒸発させ，固体をとり出

しました。

　右の図は，水 100g にとける物質の質量と水の温度との

関係を表したものです。

⑴　物質がそれ以上とけることのできなくなった水溶液を何といいますか。

 （　　　　　　　　）

⑵ 　実験②で，白い物質が多く出てきたのはＡ，Ｂどちらのビーカーですか。また，その量は

およそ何 gですか。次のア～エから選び，記号で答えなさい。

　ア　40g　　　 イ　60g　　　 ウ　80g　　　 エ　100g

ーカービ （　　　　　　　　）量（　　　　　　　　）

⑶ 　実験③で，とり出した固体をルーペで観察してスケッチしたものはどれですか。次のア～

エから選び，記号で答えなさい。

 （　　　　　　　　）

⑷ 　実験③のように，加熱して水にとけている物質を固体として取り出せる水溶液はどれです

か，次のア～エから選び，記号で答えなさい。

　ア　エタノールの水溶液　　イ　アンモニア水　　ウ　塩酸　　エ　ミョウバンの水溶液

 （　　　　　　　　）

⑸ 　この実験のように，いったん水にとかした物質を再び結晶として取り出すことを何といい

ますか。

 （　　　　　　　　）
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　右の図は，水 100g にとける物質の最大の質量と水の温度

との関係を表したものです。

の
最
大
の
質
量



解答

間違った問題を確認してみよう！

溶解度理科・第一分野
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